
く 政 第 145号

平成 27年 3月 5日

公益社団法人宮山県医師会長 殿

富 山 県 厚 生 部

医療機関の重複受診による向精神薬の多量入手事案について

平素より、本県の厚生行政にご埋解、ご協力をいただき厚くお礼申し上げます。

今般、県内において、複数の医療機関を受診 (重複受診)し、向精神薬である睡眠

導入剤を長期にわたり多量に入手している事案が通報されました。当該事案について、

本県麻英取締貝及び東海北陸厚生局麻薬取締官との合同捜査を実施した結果、全て白

己服用しており、共物不正譲渡等の犯罪事実は確認されなかったものの、精神的に薬

物に依存している状況にあることが判明しました。

つきましては、向精神薬の過量服薬による健康被害及び来物不正譲渡等の犯罪の未

然防止のため、下記事項にご留意のうえ、デと会員に対し、遺漏のないよう周知いただ

くようお願いいたします。

なお、公的病院長、公驀社団法人宮山県薬剤師会長及び各医療保険者あて別添写し

のとおり通知していることを中し添えます。

記

1 今回の事案及び向精神薬の不正譲渡事案においては、精神科や心療内科等専 |‖ ]
の診療科以外においても長メ司間にわたって睡眠導入剤等の向精神薬の処方を受け

るという事実が認められていることから、不眠等により睡眠薬や抗不安業を処方

しているが改善しない場合には、精神科専門医等に紹介してより適切な治療が行

われるよう、診療連携の構築に努めること。

2 過量服薬による健康被害の防止、不正譲渡の未然防止の観点から、患者の他医
療機関での受診状況の把握に努めること。また、問診等による確認に加えて、忠

者の服楽状況や莱剤服用歴を確認するため、経時的に来剤服用歴が管理できる手

帳 (いわゆる「お薬手帳」等)を持参しているか否かを確認し、持参している場
合には、それを活用するよう努めること。

(参考)平成 20年 3月 19日 保医発 0319001号 「保険医療機関及び保険医療養担当規則の一部

改正に伴う実施上の留意事項について」

3 薬物依存や薬物不正譲渡等の事案においては、医薬品名を指定して処方を希望



する例もあることから、患者からそのような申し出があった場合には、慎重に処

方を検討すること。

(事務担当 くすり政策課 企画・薬事係 )



く 政 第 145号
平成 27年 3月 5日

公 的 病 院 長 殿

富 山 県 厚 生 部

医療機関の重複受診による向精神薬の多量入手事案について

平素より、本県の厚生行政にご理解、ご協力をいただき厚くお礼申し上げます。

今般、県内において、複数の医療機関を受診 (重複受診)し、向精神薬である睡眠
導入剤を長期にわたり多量に入手している事案が通報されました。当該事案について、

本県麻薬取締員及び東海北陸厚生局麻薬取締官との合同捜査を実施した結果、全て自

己服用しており、薬物不正譲渡等の犯罪事実は確認されなかったものの、精神的に薬

物に依存している状況にあることが判明しました。

つきましては、向精神薬の過量服薬による健康被害及び薬物不正譲渡等の犯罪の未

然防止のため、下記事項にご留意のうえ、遺漏のないようお取り計らいください。

なお、公益社団法人富山県医師会、公益社団法人富山県薬剤師会及び各医療保険者

あて別添写しのとおり通知していることを申し添えます。

記

1 今回の事案及び向精神薬の不正譲渡事案においては、精神科や心療内科等専門
の診療科以外においても長期間にわたって睡眠導入剤等の向精神薬の処方を受け

るという事実が認められていることから、不眠等により睡眠薬や抗不安薬を処方

しているが改善しない場合には、精神科専門医等に紹介してより適切な治療が行

われるよう、診療連携の構築に努めること。

2 過量服薬による健康被害の防止、不正譲渡の未然防止の観点から、患者の他医
療機関での受診状況の把握に努めること。また、問診等による確認に加えて、患

者の服薬状況や薬剤服用歴を確認するため、経時的に薬剤服用歴が管理できる手

帳 (いわゆる「お薬手帳」等)を持参しているか否かを確認し、持参している場
合には、それを活用するよう努めること。

(参考)平成 20年 3月 19日 保医発 0319001号 「保険医療機関及び保険医療養担当規則の一部
改正に伴う実施上の留意事項について」

3 薬物依存や薬物不正譲渡等の事案においては、医薬品名を指定して処方を希望
する例もあることから、患者からそのような申し出があった場合には、慎重に処
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方を検討すること。
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(事務担当 くすり政策課 企画・薬事係)



く 政 第 145号
平成 27年 3月 5日

公益社団法人富山県薬剤師会長 殿

富 山 県 厚 生 部

医療機関の重複受診による向精神薬の多量入手事案について

平素より、本県の厚生行政にご理解、ご協力をいただき厚くお礼申し上げます。

今般、県内において、複数の医療機関を受診 (重複受診)し、向精神薬である睡眠
導入剤を長期にわたり多量に入手している事案が通報されました。当該事案について、

本県麻薬取締員及び東海北陸厚生局麻薬取締官との合同捜査を実施した結果、全て自

己服用しており、薬物不正譲渡等の犯罪事実は確認されなかったものの、精神的に薬

物に依存している状況にあることが判明しました。

向精神薬の入手については、今回の事案のような薬物依存の例のほか、自殺時に向

精神薬等の過量服薬を行っていた例や、薬物不正譲渡を企図していた例など、不適正

使用を目的とする事案が社会的問題となっているところです。

つきましては、向精神薬の過量服薬による健康被害及び薬物不正譲渡等の犯罪の未

然防止のため、向精神薬の調剤に関しては、下記の事項に留意していただきますよう、

貴会員に周知方よろしくお願いします。

なお、公的病院長、公益社団法人富山県医師会長及び各医療保険者あて別添の通り

通知していることを申し添えます。

記

1 向精神薬を長期に処方されている患者については、症状などについて声かけを積
極的に行うことや、必要に応じて処方医へ疑義照会を行うなど、医療従事者間の連

携を深め、患者が適切な精神科医療を受けられるよう、専門の診療科を受診してい

ない者については、その受診を勧奨すること。

(参考)平成22年 9月 9日 「自殺。うつ病等対策プロジェクトテーム」報告 (厚生労働省)

httD://WWw.mh W.営0_ lD/hll VA/ hollgn ihoken/iisatsu/di/1orimatome 5.Ddfn S

2 調剤にあたり、患者の服薬状況及び薬剤服用歴を確認しなければならないところ
であるが、患者からの聴取及び保有している薬剤服用歴の記録に加えて、経時的に

薬剤服用歴が管埋できる手帳 (いわゆる「お薬手帳」等)を持かしているか否かを

確認し、持参している場合には、それを活用するよう努めること。その上で重複受



診の有無や、残余薬等の服用方法を確認して、向精神薬の過量服薬が疑われる場合
については、処方医に疑義照会を行うなど患者の健康被害の未然防止に努めること。
(参考①)、 平成 20年 3月 19日保医発 0319001号 「保険医療機関及び保険医療養担当規則の一

部改正に伴う実施上の留意事項について」

(参考②)薬剤師法第 24条
「処方せん中に疑わしい点があるときは、その処方せんを交付した医師、歯科医師
又は獣医師に問い合わせて、その疑わしい点を確かめた後でなければ、これによっ
て調剤してはならない。」

(事務担当 くすり政策課 企画・薬事係)



く 政 第 145号
平成 27年 3月 5日

各医療保険者の長  殿

富 山 県 厚 生 部

保険医療機関の重複受診による向精神薬の多量入手事案について

平素より、本県の厚生行政にご理解、ご協力をいただき厚くお礼申し上げます。

今般、県内において、複数の医療機関を受診 (重複受診)し、向精神薬である睡眠
導入剤を長期にわたり多量に入手している事案が通報されました。当該事案について、

本県麻薬取締員及び東海北陸厚生局麻薬取締官との合同捜査を実施した結果、全て自
己服用しており、薬物不正譲渡等の犯罪事実は確認されなかったものの、精神的に薬

物に依存している状況にあることが判明しました。

つきましては、診療報酬明細書の点検調査や重複・頻回受診者対策については、す
でに実施されているとこちですが、上記の事案を踏まえ、引き続き向精神薬の過量服
薬による健康被害及び薬物不正譲渡等の犯罪の未然防上のため、ご留意いただきます
ようお願いいたします。

(事務担当 くすり政策課 企画・薬事係)
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